
平成 10 年 3 月 4 日

"NavisAccess Step-by-Step Purchasing Guide"

 このガイドでは、NavisAccess™を購入する際に必要な手続きについて説明します。

＜ステップ1：NavisAccess 用プラットフォームの選択＞

 まず、以下のプラットフォームのなかから、NavisAccess を稼動させるプラットフォーム

を選択してください。

・ Windows NT 版

・ Solaris スタンドアロン版

・ Solaris 用 HP OpenView 対応版

・ HPUX スタンドアロン版

・ HPUX 用 HP OpenView 対応版

＜ステップ2：NavisAccess ソフトウェアの選択＞

 つぎに、以下のソフトウェア・コンポーネントのうち必要なものを選択してください。

ソフトウェアコンポーネント 機能概要

NavisAccess: Console アセンド社アクセス製品（Pipeline, MAX シリーズ、GRF）
対応ネットワーク管理基本ソフトウェア　（必須）

NavisAccess：Trend レポーティング用オプションソフトウェア。Web ベース

レポートを含む 3 つのカテゴリ別（リモートアクセス、

ネットワークパフォーマンス、コンフィグレーション）の

40 種類の設定済みレポート機能を提供

NavisAccess：IP 主要ベンダー各社（Cisco, Bay,３Com, DEC）のルータ製

品の管理サポート機能を提供

NavisAccess　Suite
(プロモーション特別製品)

上記、Console, Trend, IP の 1 ライセンスづつ含むバンド

ルパック。今回のプロモーション対象製品。

＜ステップ3：必要なライセンス数の決定＞

 NavisAccess:Console では、複数のクライアントからサーバを共有する運用形態となりま

す。この場合、ご利用になるクライアント数、サーバ数の合計と同じ数のライセンスをご

購入いただきます。すなわち、クライアント上のコンソールや X 端末などからアクセスす

るオペレータごとに NavisAccess:Console を 1 コピーづつ、さらに利用するサーバごとに

1 コピーづつご購入いただく必要があります。



 NavisAccess:Trend および NavisAccess:IP の場合は、サーバ数と同じ数のライセンスを

ご購入いただきます。1 つのライセンスにて対応できるクライアント数に制限はありませ

ん。

構成例：2 台の Sun サーバそれぞれにおいて NavisAccess:Console、NavisAccess:IP、

NavisAccess:Trend を動作させ、5 人のオペレータ（クライアント）からアクセスする場

合は以下のライセンスが必要となります：

・ NavisAccess:Console Solaris を 7 式（2 台のサーバと 5 台のクライアントで、計 7 台）

・ NavisAccess:Trend を 2 式（2 台のサーバ）

・ NavisAccess:IP を 2 式（2 台のサーバ）

 すなわち、この構成例では、NavisAccess Suite を 2 式、NavisAccess:Console を 5 式購

入する形になります。

ソフトウェア一覧表：購入数量を記入してください

数量 製品名 型番

NavisAccess Suite
NavisAccess Suite for Windows NT ANC-SU-NT

NavisAccess Suite for Solaris スタンドアロン ANC-SU-SOL

NavisAccess Suite for HP OpenView on Solaris ANC-SU-SOL-OV

NavisAccess Suite for HPUX スタンドアロン ANC-SU-HPUX

NavisAccess Suite for HP OpenView on HPUX ANC-SU-HPUX-OV

NavisAccess on Windows NT

NavisAccess:Console for Windows NT
（1 ユーザにつき 1 式必要）

ANC-CON-SA-NT

NavisAccess:ConsoleTrend
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-TREND

NavisAccess:IP
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-IP

NavisAccess on Solaris
NavisAccess:Console for Solaris
（1 ユーザにつき 1 式必要）

ANC-CON-SA-SOL

NavisAccess:Console for HP OpenView on Solaris
（1 ユーザにつき 1 式必要）

ANC-CON-OV-SOL

NavisAccess:Trend
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-TREND

NavisAccess:IP
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-IP

NavisAccess on HPUX
NavisAccess:Console for HPUX ANC-CON-SA-HPUX



（1 ユーザにつき 1 式必要）

NavisAccess:Console for HP OpenView on HPUX
（1 ユーザにつき 1 式必要）

ANC-CON-OV-HPUX

NavisAccess:Trend
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-TREND

NavisAccess:IP
（1 サーバにつき 1 式必要）

ANC-IP

＜ステップ4：必要なソフトウェア・オプションの決定＞

 NavisAccess を利用して Pipeline , MAX™、MAX TNT™、GRF™の管理を行う場合、

対象となる機器ごとに NavisAccess ソフトウェア・オプションをインストールする必要が

あります。このオプションを購入する際には、対象となる機種と数量を指定します。

構成例：5 台の MAX 2000、5 台の MAX 4048、2 台の MAX TNT、25 台の Pipeline 130

から構成されるネットワークをNavisAccessにて管理したい場合は、以下のソフトウェア・

オプションが必要となります：

・ MAX 2000 シリーズ用ソフトウェア・オプションを 5 式

・ MAX 4000 シリーズ用ソフトウェア・オプションを 5 式

・ MAX TNT 用ソフトウェア・オプションを 2 式

 Pipeline 130 にはソフトウェア・オプションが無償で含まれているため、オプションを別

途購入することなく NavisAccess の管理対象とすることが可能です。

 なお、平成 10 年 5 月 31 日までに NavisAccess Suite をご購入いただいたお客様には、

これらのソフトウェア・オプションを無償にて提供いたします。この期日の後は、以下の

一覧表のソフトウェアオプションをご購入いただきます。

オプション・ソフトウェア一覧表：購入数量を記入してください

数量 対応機種 型番

Pipelien220 別途お知らせします

MAX 200Plus M201-SO-ANC
MAX 1800 MX18-SO-ANC
MAX 2000 シリーズ MX20-SO-ANC
MAX 4000 シリーズ MXHP-SO-ANC
MAX TNT TNT-SO-ANC
GRF 400 GRF-4-SO-ANC
GRF1600 GRF-16-SO-ANC



＜ステップ5：機器のソフトウェア・バージョンを確認＞

 ソフトウェア・オプションを利用する機器のソフトウェア・バージョンが古い場合、イ

ンストールが不可能なことがあります。

注意：ご利用になっている機器のソフトウェア・バージョンが古い場合でも、NavisAccess

Suite プロモーションによる無償ソフトウェア・オプションのメリットは変わりません。

後日バージョン・アップを行った際に、ソフトウェア・オプションをインストールするこ

とが可能です。

ただし、あらかじめハッシュコードの取得をしておいてください。

機種 必要なソフトウェア・バージョン

Pipeline 6.0 以上

MAX ファミリ 6.0 以上

MAX TNT 2.0 以上

GRF 1.4 以上

 上記バージョンのソフトウェアを搭載した機器であれば、ソフトウェア・オプションを

インストールすることで NavisAccess から管理することが可能となります。（Pipeline220

を除く Pipeline シリーズの場合、このオプションは不要です）。

＜ステップ6：保守プログラムを選択＞

 NavisAccess ソフトウェアに対する保守プログラムも用意しております。このプログラム

をご利用いただくことにより、NavisAccess ソフトウェアの納品後 1 年間のアップグレー

ド・サービスをご提供致します。保守プログラムに入っていただいたお客様には、アップ

グレード版を納めた CDROM が自動的に送付されます。

 保守プログラムは、NavisAccess ソフトウェア 1 種類ごとに個別に用意されています。

なお、NavisAccess Suite に相当する保守プログラム・パッケージは用意しておりません。

以下に、保守プログラムの型番と、それに対応する NavisAccess ソフトウェアの型番の一

覧表を示します。

数量 製品名 型番 対応する

NavisAccess ソフトウェア

NavisAccess on Windows NT

NavisAccess:Console 　　　
for Windows NT 年間保守

CS-SM-NANT ANC-CON-SA-NT



NavisAccess:Trend 年間保守 CS-SM-NANT-T ANC-TREND

NavisAccess:IP 年間保守 CS-SM-NANT-IP ANC-IP

NavisAccess on Solaris

NavisAccess:Console
for Solaris 年間保守

CS-SM-NASOL ANC-CON-SA-SOL

NavisAccess:Console for HP
OpenView on Solaris
年間保守

CS-SM-NASOL-
OV

ANC-CON-OV-SOL

NavisAccess:Trend 年間保守 CS-SM-NASOL-T ANC-TREND

NavisAccess:IP 年間保守 CS-SM-NASOL-
IP

ANC-IP

NavisAccess on HPUX

NavisAccess:Console
for HPUX　年間保守

CS-SM-NAUX ANC-CON-SA-HPUX

NavisAccess:Console for HP
OpenView on HPUX
年間保守

CS-SM-NAUX-OV ANC-CON-OV-HPUX

NavisAccess:Trend 年間保守 CS-SM-NAUX-T ANC-TREND

NavisAccess:IP 年間保守 CS-SM-NAUX-IP ANC-IP

以上


